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環境基本計画数値目標の達成状況

第１章　清らかな水とさわやかな空気のもと、健やかなくらしを守ります

第１節　大気環境

目標値
目標
年度

評価
（※）

課所室

二酸化窒素
環境基準の維持達成
（１日平均値の年間98％値が0.06ppm以下）

27年度 ◎ 環境保全課

浮遊粒子状物質
環境基準の維持達成
（１日平均値の年間２％除外値が0.10mg/m3以下）

27年度 ◎ 環境保全課

光化学オキシダント
環境基準の達成
（１時間値が0.06ppm以下）

27年度 → 環境保全課

二酸化いおう
環境基準の維持達成
（１日平均値の年間２％除外値が0.04ppm以下）

27年度 ◎ 環境保全課

ベンゼン
環境基準の維持達成
（１年間平均値が0.003mg/m3以下）

27年度 ◎ 環境保全課

トリクロロエチレン
環境基準の10分の１の値の維持達成
（１年間平均値が0.02mg/m3以下）

27年度 ◎ 環境保全課

※評価
　◎　 【目標達成】目標を達成、維持している。
　↑ 　【目標未達】前年度比で数値が改善した。
　→ 　【目標未達】前年度比で数値が横ばいである。
　↓ 　【目標未達】前年度比で数値が悪化した。

平成２２年度の１日平均値の年間98％値　0.008ppm
平成２３年度の１日平均値の年間98％値　0.008ppm

平成２２年度の年平均値　0.016mg/m3
平成２３年度の年平均値　0.016mg/m3

平成２２年度の最高値は0.094ppm、年平均値は0.035ppm
平成２３年度の最高値は0.092ppm、年平均値は0.036ppm

平成２２年度の１日平均値の年間98％値　0.002ppm
平成２３年度の１日平均値の年間98％値　0.002ppm

平成２２年度の年平均値　0.00089mg/m3
平成２３年度の年平均値　0.00066mg/m3

平成２２年度の年平均値　0.000038mg/m3
平成２３年度の年平均値　0.000033mg/m3

①
大
気
汚
染

環境指標 実績値
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テトラクロロエチレン
環境基準の10分の１の値の維持達成
（１年間平均値が0.02mg/m3以下）

27年度 ◎ 環境保全課

ダイオキシン類
環境基準の維持達成
（年間平均値が0.6pg-TEQ/m3以下）

27年度 ◎ 環境保全課

二酸化窒素
（自動車排ガス）

環境基準の維持達成
（１日平均値の年間98％値が0.06ppm以下）

27年度 ◎ 環境保全課

一酸化炭素
（自動車排ガス）

環境基準の10分の１の値の維持達成
（１日平均値の年間２％除外値が１ppm以下）

27年度 ◎ 環境保全課

平成17年度＝30件
→ 平成27年度＝件数半減

27年度 ↓ 環境保全課

第２節　水環境

環境基準健康項目
環境基準の達成
（カドミウム等26項目）

27年度 ◎ 環境保全課

環境基準生活環境項目
環境基準の達成
（pH等７項目、市内河川のBODを除く。）

27年度 → 環境保全課

市内河川のＢＯＤ 環境基準からさらに引き下げて設定 27年度 ◎ 環境保全課

ダイオキシン類
環境基準の維持達成
（1pg-TEQ 以下）

27年度 ◎ 環境保全課

②稲わら等燃焼の苦情件数

①
水
質
汚
濁

①
大
気
汚
染

平成２２年度の年平均値　0.000029mg/m3
平成２３年度の年平均値　0.000042mg/m3

平成２２年度の年平均値　0.01pg-TEQ/m3
平成２３年度の年平均値　0.0078pg-TEQ/m3

平成２２年度の年平均値　0.021ppm
平成２３年度の年平均値　0.016ppm

平成２２年度の年平均値　0.4ppm
平成２３年度の年平均値　0.2ppm

平成２２年度の苦情件数　19件
平成２３年度の苦情件数　32件

市内１６河川２５地点で調査を行った結果、全ての地点で
環境基準を達成していた。

市内２２河川３４地点で調査。大腸菌群数を除く全ての項
目で環境基準を達成していた。

市内２２河川２９地点のうち、全地点において環境基準を
達成していた。

公共水域の水質に係るダイオキシン類の調査を河川２地
点、海域１地点で行 た。全ての地点で環境基準を
していた。
河川
　最低値　0.42pg-TEQ/L
　最高値　0.45pg-TEQ/L
　平均値　0.44pg-TEQ/L
海域
　平均値　0.046pg-TEQ/L
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地下水に関する環境基準の達成 27年度 ◎ 環境保全課

平成17年度＝41件
→ 平成27年度＝半減

27年度 ↓ 環境保全課

第３節　生活環境

環境基準の維持達成
（平成17年度＝100％
→ 平成22年度、平成27年度＝100％）

27年度 ◎ 環境保全課

要請限度以下のレベルを維持達成
（平成17年度＝100％
→ 平成22年度、平成27年度＝100％）

27年度 ◎ 環境保全課

悪臭苦情件数の低減
（平成17年度＝19件
→ 平成22年度、平成27年度＝件数半減）

27年度 ↓ 環境保全課

環境基準の維持達成
（平成17年度＝100％
→ 平成22年度、平成27年度＝100％）

27年度 － 環境保全課

②道路交通振動

③悪臭

④土壌の重金属

②地下水

③水質汚濁事故

①一般環境騒音

平成元年度から市域を１kmメッシュで区切り、５年間で一
巡する地下水質測定計画を定め、地下水質調査を行って
いる。平成23年度は、市内20箇所の井戸で調査を行い、
全ての井戸で環境基準を達成していた。

平成２２年度の事故件数　16件
平成２３年度の事故件数　32件

市内の一般環境における昼間および夜間の騒音調査を
市内５地点で行った結果、全ての時間区分で環境基準
を達成していた。
一般環境騒音調査　５地点24時間連続　環境基準適合
率:昼100%  夜100%

市内の主要幹線道路沿いの10地点で昼間および夜間の
交通振動調査を行った結果、全調査地点、全時間帯で
要請限度を下回っており、人体に感じないレベルであっ
た。

平成２２年度の悪臭苦情件数　　９件
平成２３年度の悪臭苦情件数　２６件

該当事業なし
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環境基準の維持達成
（平成17年度＝100％
→ 平成22年度、平成27年度＝100％）

27年度 ◎ 環境保全課

第２章　多様な自然をとうとび、身近な緑に親しみ、豊かな心をはぐくみます

第２節　身近な自然

平成17年度＝ほぼ100％
→ 平成27年度＝100％

27年度 ◎ 道路維持課

第３節　自然の公益的機能

平成17年度＝68.3％
→ 平成22年度＝68.0％以上
→ 平成27年（2015年）度＝67.8％以上

27年度 ◎ 農林総務課

平成17年度＝10.67％
→ 平成22年度＝10.66％以上
→ 平成27年度＝10.65％以上

27年度 → 農林総務課

⑤土壌のダイオキシン類

市街化区域内における幹
線市道の街路樹整備率

10.65%

①市面積に占める森林面
積の割合

②市面積に占める農用地
面積の割合

土壌に係るダイオキシン類の調査を市内の公共用地を中
心とした一般環境３地点、発生源周辺３地点で行った。
全ての地点で環境基準を達成していた。
一般環境
　最低値　0.028pg-TEQ/g
　最高値　0.76pg-TEQ/g
　平均値　0.29pg-TEQ/g
発生源周辺
　最低値　0.23pg-TEQ/g
　最高値　4.9pg-TEQ/g
　平均値　2.4pg-TEQ/g

ほぼ100％

68.20%
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第３章　知恵と工夫で、限りある資源とエネルギーを大切にします

第１節　廃棄物

平成11年度＝618g/人･日
→ 平成24年度＝10％以上削減、556g/人･日以
下

24年度 ↑
環境都市
推進課

平成11年度＝49,138t/年
→ 平成24年度＝15％以上削減、41,767t／年

24年度 →
環境都市
推進課

平成11年度＝23.6％
→ 平成27年度＝38％以上

27年度 →
環境都市
推進課

平成11年度＝20,798t
→ 平成27年度＝90％以上削減

27年度 →
環境都市
推進課

第２節　エネルギー・水資源

平成16年度＝1,977kW/年･人
→ 平成27年度＝同レベル

27年度 ↓ 環境総務課

平成16年度＝42,020千ｍ3
→ 平成27年（2015年）度＝同レベル

27年度 ◎ 環境総務課

平成17年度＝93.4％
→ 平成27年度＝95％以上

27年度 ↓
上下水道局
総務課

②事業系ごみの排出量
（資源化物を除く一般廃棄
物）

③一般廃棄物のリサイクル率

④最終処分場への埋立量

①市民一人あたりの家庭
系の電力使用量
（電灯需要）

②市内での都市ガス使用
総量

③水道施設の整備
（有効率の向上）

584g/人・日
①市民一人あたりの家庭
系ごみの排出量
（資源化物を除く。）

3,390t

2,301kW/年･人

91.4%

H22年実績：41,922千ｍ3

43,333t/年

31.3%
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第４章　世代や地域を越えてともに語らい、環（わ）となって取り組みます

第１節　環境保全活動

平成17年度＝７団体
→ 平成22年度＝10団体
→ 平成27年度＝15団体

27年度 －
環境都市
推進課

第５章　一人ひとりが秋田を知り、地球に学び、未来を想い、行動します

第１節　環境教育・環境学習

平成17年度＝40クラブ、987名
→ 平成22年度＝40クラブ、1,000名以上
→ 平成27年度＝40クラブ、1,000名以上

27年度 ◎ 環境総務課

第２節　地球環境問題

平成17年度＝135,075t-CO2
→ 平成22年度＝同レベル
→ 平成27年度＝同レベル

27年度 ◎ 環境総務課
秋田市役所の温室効果ガ
スの排出量

市で認定した地域環境活
動を行っている地域の団体

こどもエコクラブの登録認
定数

126,984t-CO2

平成２２年度末で事業を廃止した。

26クラブ　2,167人
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主な取組の状況（平成２３年度）
第１章　清らかな水とさわやかな空気のもと、健やかなくらしを守ります

第１節　大気環境
(1) 大気環境の監視体制の整備等

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①大気・水質等環境保全
事業

・市内９カ所の一般環境大気測定局で大気汚染物質の常時監視を行った結果、光化学オキシダント、浮遊粒子状物質および炭化水素を除く
３項目（二酸化いおう、二酸化窒素、一酸化炭素、）で、大気環境基準または指針値を達成していた。
・測定機器の更新を行った。（茨島および新屋局の風向風速計２台）

環境保全課

②ダイオキシン類等対策
事業

・大気２箇所（年４回）、河川の水質と底質２箇所、海域の水質と底質１箇所、地下水１箇所、土壌６箇所で調査を行った。いずれも環境基準を
達成していた。
・ダイオキシン類対策特別措置法に係る特定施設を設置している３工場・事業所を立入検査し、ダイオキシン類の測定を行った結果、すべて
の工場・事業所で排出基準に適合していた。

環境保全課

(2) 工場・事業場対策の充実等

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①大気・水質等環境保全
事業

・公害関係法令等に基づき届出の審査、立入検査および指導を行い、規制基準の遵守を徹底させた。
・法対象施設の立入調査　５工場・事業場
・特定粉じんの立入調査　 １３工場・事業場

環境保全課

②公害防止協定の締結
と運用

公害防止協定に基づき施設の設置、規模の変更等について協議、確認のうえ、それぞれの計画 について了承した。
・東北電力株式会社秋田火力発電所の公害防止に関する協定書に基づく協議
　ガスタービン発電設備に係る環境保全に関する覚書について（災害復旧事業）
・秋田住友ベーク株式会社の公害防止に関する協定書に基づく協議
　電池負極用炭素材生産に伴うプラント設備の新設（増設）について

環境保全課
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取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

③稲わら等の焼却防止 ・市、農協の広報紙やマスコミ機関を活用して「稲わら・もみ殻焼き防止」の啓発を実施し、防止対策に努めた。
・重点地区を定め、期間中は常時巡回パトロールを行い、市民から苦情がある場合は、現地を確認し、稲わら・もみ殻焼きの中止指導を行っ
た。 （苦情受付３２件）

環境保全課

(3) 自動車排ガス対策の充実等

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①低公害車導入・普及 市民・事業者に率先して、公用車への低公害車導入を推進した。 　※別添資料→４２ページ
環境総務課

②自転車等駐車場の整
備

特記事項なし
交通政策課

③道路改良事業 ２０路線、延長２,９１２mの道路改良工事を実施した。
道路建設課

④交差点改良事業 実績なし
道路建設課

⑤幹線道路整備事業・街
路事業

・幹線道路整備事業
　割山南浜線（茨島工区）　L= ６２０m  W=１６m：道路改良工事
・街路事業
　外旭川新川線（八橋工区）　L=１,０２５m W=１６m：道路新設工事
　外旭川新川線（寺内工区）　L=６８３m 　W=１８m：用地・路線測量、建物調査
　泉外旭川線　L=６００m   W=２８-３５m：用地補償、建物調査
　千秋久保田町線　L=１２０m   W=１８m：用地補償、建物調査

道路建設課

⑥交通安全施設等整備
事業

道路反射鏡３９基、道路照明灯１９基、道路区画線１９８㎞、防護柵１５３mおよび歩道１,５６５mを整備した。
道路維持課

⑦道路緑化整備事業 街路樹の維持管理として、泉ハイタウン５号線ほか７３路線、延べ４９,１８０㎡の植樹帯等の除草、明田山崎線ほか６７路線、１,８２７本の高木
剪定および新都市大通線ほか２４路線のツツジ等の冬囲いを実施するとともに、街路樹欠損木の補植２３本、通行の安全確保のため、街路
樹根上がり補修を１９箇所実施した。

道路維持課

⑧エコドライブの推進 エコドライブアドバイザー講習会を開催した。
・５月２８日　参加者１７名（秋田県警察運転免許センター）
エコドライブ講習会を開催した。
・１０月１日　参加者２９名（秋田県警察運転免許センター）

環境総務課

⑨地方バス路線維持対
策事業

生活バス路線を確保するため、運行維持が困難な赤字バス路線への補助を行った。
・バス事業者：秋田中央交通株式会社
・補助系統数：６１系統
・補助額：６１,１０５千円（一般財源：４１,５７９千円、県補助：１９,５２６千円

交通政策課

⑩美の国あきたエコ交通
キャンペーン

毎月第４金曜日を「エコ交通の日」（ノーマイカーデー）として、ポスター掲示や庁内放送により、徒歩や自転車、公共交通機関を利用した通勤
への転換を呼びかけた。
・平成２３年１０月実績（重点実施月）
　ノーマイカーデー参加者：２９８名
　早起き時差出勤参加者　：３０１名
・広報あきたで、冬期間のマイカー使用の自粛を呼びかけた。

交通政策課
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第２節　水環境
(1) 水環境の監視体制の整備等

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①大気・水質等環境保全
事業

人の健康の保護に関する項目については、調査を行なった１７河川、２９地点すべてにおいて環境基準を達成していた。 また、生活環境の保
全に関する項目では、調査を行なった２２河川、３４地点において、大腸菌群数を除く全ての項目で環境基準を達成していた。 環境保全課

②有害化学物質対策事
業

公共用水域の水質および底質調査を河川２地点（猿田川、新波川）、海域１地点（秋田港南西２.８km） で実施した結果、すべての地点で環境
基準を達成していた。 地下水の水質調査を１ 地点（河辺高岡）で実施した結果、環境基準を達成していた。 環境保全課

(2) 工場・事業場対策の充実等

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①大気・水質等環境保全
事業

公害関係法令等に基づき届出の審査、立入検査および指導を行い規制基準の遵守を徹底させた。
・特定施設設置等届出件数　４２件
・立入検査　７０特定工場延べ９１検体　７３３項目
排水が基準に不適合だったのは４事業場で、不適合項目の内訳は水素イオン濃度が３件、大腸菌群数が１件であった。

環境保全課

②公害防止協定の締結
と運用【再】

【再掲】
 公害防止協定に基づき施設の設置、規模の変更等について協議、確認のうえ、それぞれの計画 について了承した。
・東北電力株式会社秋田火力発電所の公害防止に関する協定書に基づく協議
　ガスタービン発電設備に係る環境保全に関する覚書について（災害復旧事業）
・秋田住友ベーク株式会社の公害防止に関する協定書に基づく協議
　電池負極用炭素材生産に伴うプラント設備の新設（増設）について

環境保全課

(3) 生活排水対策の充実等

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①浄化槽設置整備事業 下水道事業認可区域外、農業集落排水整備事業区域外および個別排水処理施設整備事業整備区域外における浄化槽の設置促進のた
め、浄化槽設置者に対し、国・県の補助制度を活用し補助金を交付した。（２基分を補助） 環境保全課

②浄化槽整備推進事業 平成２３年度は、浄化槽を９基設置した。
下水道建設課

③農業集落排水事業 昭和５８年度から事業を開始し、２２地区で供用開始をしている。 平成１９年度から金足地区において整備を進めており、平成２３年度は、管
路８,３３６ｍを整備した。 下水道建設課

④水洗便所改造資金融
資あっせん制度および助
成金制度

助成金利用件数
・融資あっせん：８１件　あっせん金額：３３,３０５千円
・助成金交付：５６８件　助成金額：１１,６８０千円 給排水課
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取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

⑤公共下水道事業 平成２３年度末実績
・汚水面整備　A=４２.５ha
・終末処理場能力増強（八橋）
・下水道普及率　９０.５％
・処理可能人口：２９０,４７９人（住基人口：３２０,９０４人）

下水道建設課

⑥流域下水道建設費負
担金

秋田市負担分（７８.７０％）
・補助対象分  １２６,２３５千円
・単　 独　 分 　　 　       ０千円
・　　　計　　　　１２６,２３５千円

上下水道局総務課

⑦上下水道教室の開催 出前上下水道教室
・開催日：平成２３年６月９日(木)
・参加者：川尻小学校４年生　８６人
・内 　容：主に水道について、実演とパワーポイントにより授業形式で説明

夏休み親子水めぐりの旅
・開催日：平成２３年７月３１日(日)
・参加者：５組１０名
・内 　容：仁井田浄水場と水の学習館の見学、八橋下水道終末処理場の見学、漏水探知体験

上下水道局総務課

⑧下水道設見学受け入
れ

施設見学者数　１０団体　６０７名
（内訳）
・小学生　６団体　５１１名　 引率　２４名
・大学生  １団体　２１名　引率　１名
・一 　般   ３団体　５０名

下水道施設課

⑨下水道管渠改築事業 千秋北の丸地内ほかで、下水道管渠改築工事を実施
・下水道管渠改築延長　Ｌ＝１,１８２.３m
・工事費：１７０,０４７,５００円 維持管理課

第３節　生活環境
(1) 生活環境の監視体制の整備等

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①生活環境保全事業 主要幹線道路沿い１７地点および一般環境地域５地点で騒音の調査を実施した。また、主要幹線道路沿い１０地点で振動の調査を行った。
（調査結果）
・道路交通騒音調査
　すべての時間区分で環境基準を達成したのは１３地点、超過したのは４地点であった。なお、全地点で要請限度を下回っていた。
・一般環境騒音調査
　全調査地点、全時間帯で環境基準を達成していた。
・道路交通振動調査
　全調査地点、全時間帯で要請限度を下回っていた。

環境保全課
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取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

②ダイオキシン類等対策
事業【再】

【再掲】
・大気２箇所（年４回）、河川の水質と底質２箇所、海域の水質と底質１箇所、地下水１箇所、土壌６箇所で調査を行った。いずれも環境基準を
達成していた。
・ダイオキシン類対策特別措置法に係る特定施設を設置している３工場・事業所を立入検査し、ダイオキシン類の測定を行った結果、すべて
の工場・事業所で排出基準に適合していた。

環境保全課

③有害化学物質対策事
業

継続的に摂取される場合には人の健康を損なうおそれのある物質で、大気汚染の原因となる有害物質のうち、環境基準の定められている４
物質について、市内２地点で汚染状況の調査を行った。ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタンの４物質すべて
で、環境基準を達成していた。 環境保全課

(2) 工場・事業場対策の充実等

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①生活環境保全事業 公害関係法令等に基づき届出の審査、立入検査および指導を行い、規制基準の遵守を徹底させた。
・立入調査　１９工場・事業場
・騒音規制法に基づく届出　１２件（設置・廃止・氏名変更等）
・振動規制法に基づく届出　７件（設置・廃止・氏名変更等）
・特定建設作業届出
　騒音規制法に基づく届出　１２件
　振動規制法に基づく届出　８件

環境保全課

②道路工事の環境指導 道路工事に関する許可証や承認証に、騒音、振動等に配慮するよう条件を付している。
・道路占用許可件数　２,３５４件
・自費工事施行承認件数　１０３件 建設総務課

(3) 生活環境の保全対策の充実等

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①生活環境保全事業 騒音、振動、悪臭に関する苦情相談は合計で２３件となっており、内訳は下記のとおりであった。
・騒音苦情　１２件（建物の建築・解体現場での重機による作業音、事業所から発生する作業音）
・振動苦情　 ６件（騒音苦情と同じく建物の建築・解体現場での重機による振動）
・悪臭苦情  ２６件（畑等からの堆肥臭や腐敗臭、生活活動による雑排 臭、事業活動による悪臭等）

環境保全課

②環境配慮指針の普及・
啓発

・「秋田市環境配慮指針（日常生活編、事業活動編）」について、ホームページへの掲載等により、その周知を図った。
・環境配慮に関する情報紙「ｅ－市民だより」を発行（隔月）し、啓発イベントでの配布、公民館やコミュニティセンター等の公共施設への掲示
により、意識啓発を図った。 環境総務課

③開発行為の指導・許可 開発許可に際し、開発工事中の環境保全対策等の条件を付した。（平成２３年度開発許可実績　７件）
都市計画課
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第２章　多様な自然をとうとび、身近な緑に親しみ、豊かな心をはぐくみます
第１節　自然環境

(1) 多様で貴重な自然の保全

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①自然環境現況調査 秋田市自然環境保全条例第３条に基づき、本市の環境保全行政の基礎資料とすることを主な目的として、秋田自然史研究会の協力のもと、
旧市内の自然環境に関するモニタリング調査および補完調査を行った。
・モニタリング調査
　平成１６年度に実施した旧市内自然環境調査をもとに、自然環境の経年変化を把握し、今後の自然環境保全行政の基礎資料とすることを
目的として、止水域(溜池)に生息する水生生物調査を行った。
　【調査期間】　平成２３年１２月
　【確 認 種】
　　底生動物　４６種(うち重要種７種)
　　魚類　１４種(うち重要種６種)
　　両生類　 ３種(うち重要種１種)
　　爬虫類　 １種
　　水生植物　１５種(うち重要種６種)

・補完調査
　平成１６年度に実施した旧市内自然環境調査を補完することを目的として、太平川流域の鳥類について調査を行った。
　【調査期間】　平成２３年１２月～１月
　【確 認 種】　４２種(うち重要種３種)

環境総務課

②緑のまちづくり活動支
援基金による支援事業

身近な緑と花いっぱい活動部門（ソフト部門）
　花壇の花植、シンボルとなる植樹などまちなかの身近の緑や花を増やす活動に助成した。
・花苗、生垣のための支援コース（上限額２万円）
　助成実績：１３９団体、２個人
・花と緑いっぱい活動支援コース（上限額５万円）
　助成実績：９団体
・保存樹支援コース
　助成実績：０件
・助成額計　２,５１３千円

みんなでつくる身近な緑の拠点部門（ハード部門）
　まちなかの生垣、花壇づくり、身近な広場や住宅地のオープンガーデン等、地域に公開された緑や広場、散策路づくりの活動を助成した。
・地域に安全と潤いを提供する緑の拠点作りコース（上限額１０万円）
　助成実績：０個人
・地域に身近な緑の拠点づくりコース（上限額５００万円）
　助成実績：３件
・助成額計　１,６７３千円

なお、自然緑地整備事業は、「緑のまちづくり活動支援基金」による支援事業に移行したため、平成２０年度から廃止した。

公園課

③特別天然記念物カモシ
カ食害対策事業

農業被害に対して防護網３,８５０ｍ、忌避臭袋１３０セットを支給した。また、林業被害に対して忌避剤を０.６８haに塗布した。
文化振興室
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取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

④命のつなぎ（種の保
存）事業

・動物園内の沼、塩曳潟（しおひきがた）に生息する絶滅危惧種ゼニタナゴについて、 秋田淡水魚研究会の協力により、沼の生息状況調査
などを計３回実施したほか、ゼニタナゴの保全のために作製した池の中で、約３００尾の稚魚を孵化させ、元の沼に放流した。
・また、同じ保全池の中でゼニタナゴが卵を産む貝の繁殖にも成功し、約２５０個の稚貝を確認した。 　さらに、天敵のアメリカザリガニの駆除
のために、地元企業の家族や地域の小学生の協力のもと、ゼニタナゴ保全イベントとしてザリガニ釣り大会を実施するなど、年間を通じて約
１０００尾を駆除した。

大森山動物園

(2) 自然とふれあいの場の創出

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①グリーン・ツーリズム推
進対策事業

・平成２３年８月２０日（土）　まるごとＪＡＮＧＯでごん（大根）獲得ツアー
　大根の種蒔きと農家の生活体験：参加者１０名
・平成２３年１０月２日（日）　　「田んぼのすまこ」稲刈り、はさ掛け作業
　稲刈り、はさ掛け作業体験：参加者８名
・平成２３年１０月１６日（日）　　「田んぼのすまこ」脱穀、籾すり作業
　脱穀、籾すり作業体験：参加者８名
・平成２３年１０月３０日（日）　　まるごとＪＡＮＧＯ体験ツアー（大根）獲得ツアー第２弾
　大根の収穫と農家の生活体験：参加者１６名

農業農村振興課

②太平山リゾート公園整
備事業

平成２０年度で太平山リゾート公園整備事業を完了した。
公園課

③太平山自然学習セン
ター運営事業

小中学生の宿泊研修や自然体験活動等の主催事業を実施した。　※別添資料→４３ページ 太平山自然学習
センター

第２節　身近な自然
(1) まちの中の緑の保全と創出

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①道路緑化整備事業
【再】

【再掲】
街路樹の維持管理として、泉ハイタウン５号線ほか７３路線、延べ４９,１８０㎡の植樹帯等の除草、明田山崎線ほか６７路線、１,８２７本の高木
剪定および新都市大通線ほか２４路線のツツジ等の冬囲いを実施するとともに、街路樹欠損木の補植２３本、通行の安全確保のため、街路
樹根上がり補修を１９箇所実施した。

道路維持課

②都市景観形成事業 景観計画区域内における行為の届出（大規模行為） 届出総件数１０２件に対し、審査および指導を行い、その全てに対し景観形成基準に適
合する旨の判断をしている。 都市計画課

③都市公園整備事業 ・外堀ポケットパークの整備を行った。
・市民交流ゾ－ン、堀水質浄化およびさくら再生に係わる実施設計業務委託を行った。 進捗率（事業費ベース）７５.４％ 公園課

④緑化重点地区整備事
業

新屋駅周辺地区内の２公園を整備した。 進捗率（事業費ベース）　９８.１％
公園課
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取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

⑤緑のまちづくり活動支
援基金による支援事業
【再】

【再掲】
身近な緑と花いっぱい活動部門（ソフト部門）
　花壇の花植、シンボルとなる植樹などまちなかの身近の緑や花を増やす活動に助成した。
・花苗、生垣のための支援コース（上限額２万円）
　助成実績：１３９団体、２個人
・花と緑いっぱい活動支援コース（上限額５万円）
　助成実績：９団体
・保存樹支援コース
　助成実績：０件
・助成額計　２,５１３千円

みんなでつくる身近な緑の拠点部門（ハード部門）
　まちなかの生垣、花壇づくり、身近な広場や住宅地のオープンガーデン等、地域に公開された緑や広場、散策路づくりの活動を助成した。
・地域に安全と潤いを提供する緑の拠点作りコース（上限額１０万円）
　助成実績：０個人
・地域に身近な緑の拠点づくりコース（上限額５００万円）
　助成実績：３件
・助成額計　１,６７３千円

なお、花のあるまちづくり事業および緑化普及事業は、「緑のまちづくり活動支援基金」による支援事業に移行したため、平成２１年度から廃
止した。

公園課

⑥保存樹管理事業 所有者の理解と協力を得ながら保存樹の保全に努めた。
・管理状況 剪定、枯枝・枯木処理：１箇所
・維持管理委託 保存樹診断事務委託：５本（３箇所）

公園課

(2) 親しみやすい水辺の保全と創出

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①内水面資源維持対策
事業

事業主体／魚種／放流数
岩見川漁業協同組合（事業実施期間6.10～7.17）
　ア　ユ(6/10、12) 150,000尾
　ヤマメ(6/12、19、7/2) 135,000尾
　イワナ(7/17) 20,000尾
仙北西部漁業協同組合（事業実施期間6.8～10.19）
　ア　ユ(6/8) 30,000尾
　ヤマメ(7/12) 5,000尾
　イワナ(7/12) 5,000尾
　コ　イ(10/19) 8,000尾
市
 サ　ケ(4/16) 30,000尾
 ア　ユ(6/5) 1,000尾
 ヤマメ(6/10) 2,000尾

農業農村振興課

14



取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

②河川改修事業〔普通河
川古川〕

普通河川古川の牛島工区において、築堤護岸工延長３４ｍが完了し、また、地質調査業務委託、設計業務委託、建物等調査（事後）業務委
託などを実施した。 道路建設課

③河川環境整備事業〔準
用河川宝川など〕

準用河川宝川・白熊川・船沢川および普通河川古川・境川について、土砂堆積による河道閉塞部の浚渫や護岸補修など、合計４５５ｍを実
施した。 道路建設課

④橋りょう整備 本田橋において、橋台２基および橋脚３基の工事を実施した。
道路建設課

(3) 雪と向き合うまちづくりの実践

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①除排雪対策事業 道路の除排雪に備えるため、平成２３年１１月１５日から翌年の３月３１日までの期間に「秋田市道路除排雪対策本部」を建設部道路維持課
内に設置し、円滑な道路交通の確保に努めた。 道路維持課

②雪みち計画（歩道無散
水消融雪施設の設置）

秋田環状１号線ほか１路線の歩道消融雪設備工事Ｌ＝６３７.８ｍを整備した。また、仲小路２号線ほか１路線については、関連工事に不測の
日数を要したことから、年度内の工事完成が困難となった。 道路維持課

③冬みち安全安心対策
除雪強化事業

耐用年数を超え老朽化した凍結抑制剤散布車１台の払い下げ要望を秋田県に提出し、該当となったことから、払い下げを受けた。
道路維持課

④市民向け除排雪支援
制度の充実

・小型除雪機械を１２町内に貸し出し、地域の除排雪作業を支援した。
・ダンプトラックまたは積込機械を８町内に貸し出し、地域の除排雪作業を支援した。 道路維持課

⑤公共交通の確保 地方バス路線維持対策事業
　生活バス路線の維持のため、運行維持が困難な赤字バス路線への補助を行った。

バス交通総合改善事業
　郊外部における不採算バス路線の廃止代替交通を運行した。
・秋田市マイタウン・バス西部線、北部線、南部線、東部線の運行を継続
・秋田市マイタウン・バス笹岡線の運行を開始（平成２３年４月）

交通政策課

第３節　自然の公益的機能
(1) 森林の公益的機能の保全と活用

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①地域防災計画策定事
業

地域防災計画の本編、資料編および防災カルテを市ホームページ等で公開し、周知に努めた。
防災安全対策課

②民有林振興対策事業 民有林の保育作業等に対する支援のため、「民有林振興対策事業」として森林施業に必要な地域活動に対して６地区の地域活動３,９４８.３５
haに対し交付金を交付したほか、民有林４１箇所１４６.４８haに対し間伐経費の一部を助成し、一層の間伐促進を図った。 農地森林整備課

③市有林経営 「市有林経営」として施業計画に基づき、除伐１６.２０ ha、枝打１６.２０ha、間伐１７５.６４haの保育事業を実施し、森林資源の質的向上を図っ
た。 農地森林整備課
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取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

④県単局所防災事業 山地災害を防止するため、下記の地区において「県単局所防災事業」を実施した。
・雄和平尾鳥字細田地内　　法枠工　　　 A=１６２㎡
・上新城小又字落合地内　　法枠工　　　 A=２２６㎡
・雄和椿川字中村地内　　　かご土留め工 L=４０m
・雄和碇田字梵天野地内　　法枠工　　　 A=１３７㎡

農地森林整備課

⑤森林病害虫等防除事
業

森林資源としての松林を保全し、市民の生活環境を保全するため、「森林病害虫等防除事業」として市内全域にわたり、松くい虫被害木の伐
採処理を１,３９７㎥(１,９２１本)実施したほか、松くい虫被害拡大防止策として、地上薬剤散布を４.９９ha、樹幹注入として対象木９４本に４５０
本の薬剤の注入作業を実施した。 農地森林整備課

⑥ヤマビル被害防止総
合対策事業

森林および住宅周辺の生活環境保全のため、「ヤマビル被害防止総合対策事業」として、ヤマビルの生息地区の５町内に対し、駆除用の薬
剤を交付した。 農地森林整備課

⑦林道改良事業・林道舗
装事業

林道等の林業生産基盤の整備として、雄和相川地区にある林道「小杉前線」の用地買収と改良工事　L=８９４m　W=４.０mを実施した。
農地森林整備課

⑧里地里山活用事業 平成２２年度で事業終了
農地森林整備課

⑨市民の森造成事業 平成１９年度で「市民の森造成事業」が完了したため、浜田森林総合公園と一体で管理を実施している。
農地森林整備課

(2) 農地の公益的機能の保全と活用

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①地域防災計画策定事
業【再】

【再掲】
地域防災計画の本編、資料編および防災カルテを市ホームページ等で公開し、周知に努めた。 防災安全対策課

②スーパー農園整備事
業

・椿台スーパー農園
　平成２３年 ４月１６日（土）　農園使用開始
　平成２３年 ８月１１日（木）　栽培講習会および農園一斉清掃
　平成２３年１０月２３日 (日）　スーパー農園農産物展示会
・仁井田スーパー農園
　平成２３年 ４月１６日（土）　農園使用開始
　平成２３年 ７月２８日（木）　菜の花栽培開始
　平成２３年１０月２３日 (日）　スーパー農園農産物展示会

農業農村振興課

③グリーン・ツーリズム推
進対策事業【再】

【再掲】
・平成２３年８月２０日（土）　まるごとＪＡＮＧＯでごん（大根）獲得ツアー
　大根の種蒔きと農家の生活体験：参加者１０名
・平成２３年１０月２日（日）　　「田んぼのすまこ」稲刈り、はさ掛け作業
　稲刈り、はさ掛け作業体験：参加者８名
・平成２３年１０月１６日（日）　　「田んぼのすまこ」脱穀、籾すり作業
　脱穀、籾すり作業体験：参加者８名
・平成２３年１０月３０日（日）　　まるごとＪＡＮＧＯ体験ツアー（大根）獲得ツアー第２弾
　大根の収穫と農家の生活体験：参加者１６名

農業農村振興課
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取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

④中山間地域等振興対
策事業

協定締結集落３地区に交付金を交付した。
・金足浦山　　１５０,１２４円（A= ２３,４５７㎡）
・雄和碇田　　４９１,６０９円（A= ７６,８１４㎡）
・雄和萱ケ沢　７９８,６３６円（A=１２４,７８７㎡）

農業農村振興課

⑤農道整備事業・農道舗
装事業

農業生産性の向上と生活環境の改善による定住条件の整備を図るため、下記の地区において、農道舗装を実施した。
・飯島南場掛地区　　L= １１２ｍ　　W=２.０ｍ
・金足鳰崎地区　　　L= １２５ｍ　　W=２.０ｍ
・太平八田地区　　　L= １２５ｍ　　W=２.０ｍ
・雄和芝野地区　　　L=  ８８ｍ　　W=４.０ｍ
・下新城小友地区　　L=　８０ｍ　　W=３.０ｍ

農地森林整備課

⑥市単独土地改良事業
補助金

水路・揚水機改修等（豊岩小山地区ほか１５地区　水路工　総延長８７５ｍほか）
農地森林整備課

⑦県営土地改良施設等
整備事業負担金

ほ場整備
・河辺赤平地区　湧水処理工　　A=１０.５ha
・雄和銅屋地区　補助暗渠工  　A=６５.０ha
・雄和左手子地区　補完工　一式
・雄和平沢地区　調査計画　一式
ため池等整備
・仁井田堰２期地区　水路工　L=９１７ｍ
・金足杉沢地区　堤体法面保護工A=１,２９６㎡
・雄和釜ヶ沢地区　実施設計　一式
・雄和芝野地区　ゲート制作　一式
・河辺寺田地区　調査計画　一式
・外旭川穴堰地区　調査計画　一式
基幹水利ストックマネジメント
・仁井田地区　水路工　L=１,３５１ｍ
・仁井田十八堰地区　水路工　L=１,３９２ｍ

農地森林整備課

⑧かんがい排水事業・か
んがい排水事業補助金

農業用用水路やため池、頭首工、揚水機等の農業用施設の整備により、用水の安定的確保、排水不良の解消を図るため、下記の地区にお
いて事業を実施した。
・基盤整備促進事業（農業用用排水施設型） 太平野田地区　用水路工　L=５３.９ｍ

農地森林整備課

⑨県単局所防災事業
【再】

【再掲】
山地災害を防止するため、下記の地区において「県単局所防災事業」を実施した。
・雄和平尾鳥字細田地内　法枠工　 A=１６２㎡
・上新城小又字落合地内　法枠工　 A=２２６㎡
・雄和椿川字中村地内　かご土留め工 L=４０m
・雄和碇田字梵天野地内　法枠工　A=１３７㎡

農地森林整備課
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(3) 海の公益的機能の保全と活用

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①大気・水質等環境保全
事業

地先海域と海水浴場の水質調査を行った。
・秋田市地先海域および秋田港７地点
　結果：人の健康の保護に関する項目および生活環境の保全に関する項目（延べ７６０項目 では、全調査地点で環境基準を達成していた。
・３海水浴場（下浜、桂浜、浜田）のそれぞれ２地点
　結果：開設前、開設中の調査ともに、すべての地点で「水質が良好な水浴場」と判定される水質AA、または水質Aであった。

環境保全課

②不法投棄対策事業 ・林道や側道を中心に５台の移動式監視カメラを設置した。（延べ２４箇所に設置）
・委託、職員、不法投棄監視員によるパトロールを実施した。
　委託によるパトロール　２３０日（早朝２９日、夜間４６日、日中１５５日）
　職員によるパトロール　２４７日（早朝１７日、夜間７日、日中２２３日）
　不法投棄監視員によるパトロール（随時）
・テレビ等不法投棄防止夜間パトロール事業を委託により実施した。（H２３/６/３０～H２４/２/２９）（秋田県緊急雇用創出臨時対策基金の活
用）
・全国ごみ不法投棄監視ウィークでの、のぼり旗やポスターの掲示や合同パトロールを実施した。
　国土交通省秋田河川国道事務所との合同パトロールの実施（６/１）
　大仙市との合同パトロールの実施（５/３０）
　不法投棄監視員との合同パトロールの実施（５/３０～６/５）
　国、県の関係機関との不法投棄未然防止対策連絡会の開催（６/３）
・不法投棄ゼロモデル地区事業を２地区拡大し実施した。
　実施地区（下浜名ヶ沢、雄和女米木、河辺戸島、雄和平尾鳥、下新城岩城、金足片田）
・広報あきたを活用した啓発を行った。（４/１号から３/１６号まで１２回掲載）

廃棄物対策課

③定期フェリー便需要拡
大推進

秋田県環日本海交流推進協議会「フェリー利用促進部会」へ部会員として参加
（部会活動内容）
部会の開催
・平成２３年４月２１日（秋田県議会棟第２会議室）　委員１２名出席
利用促進事業
・フェリーＰＲ活動
　秋田航路ＰＲ広告の掲載
　秋田航路ＰＲイベントの開催
　秋田港海の祭典参加
・利用者に対する情報・サービス提供
　秋田航路ＰＲ用ランチョンマットの作成
　図書寄贈事業
・需要の掘り起こし
　北海道「秋田情報プラザ」との意見交換
　鶏糞輸送実験
宣伝活動事業
・利用促進事業と一体的に各種媒体を使ってフェリー秋田航路の宣伝を実施
　報道機関への投げ込み
　協議会ホームページへの掲載
　フェリー秋田航路のＰＲリーフレットの配布
　フェリー秋田航路のＰＲリーフレットの備え付け（県立図書館）

港湾貿易振興課
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第４節　歴史的・文化的環境
(1) 歴史的・文化的遺産の継承と活用

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①都市公園整備事業 ・外堀ポケットパークの部整備を行った。
・市民交流ゾ－ン、堀水質浄化およびさくら再生に係わる実施設計業務委託を行った。進捗率（事業費ベース）７５.４％ 公園課

②地蔵田遺跡環境整備
事業

市民ボランティアと協力して史跡の整備を行ったほか、市民参加による体験イベントや学習講座等を行い、郷土学習に活用した。
・整備
　３号竪穴住居屋根差し茅補修　平成２３年 ５月２６日～ ６月 １日
　木柵一部更新　平成２３年 ６月３０日～ ７月 ２日
　１号竪穴住居暗渠排水設置　平成２３年 ６月１３日～ ６月１６日
・体験イベント
　弥生体験講座（差し茅・火おこし体験）　平成２３年 ５月２９日
　弥生体験講座（石斧伐採・木柵復元体験）　平成２３年 ７月 ２日
　弥生体験講座（土器づくり体験）　平成２３年 ７月 ９日
　弥生体験講座（土器野焼き体験）　平成２３年 ７月３１日
　弥生っこ村宿泊体験　平成２３年 ７月３０日～ ７月３１日
　弥生っこ村まつり　平成２３年１０月 ８日
・学習講座等
　ボランティアガイド養成講座（実地研修）　平成２３年 ４月１６日
　弥生っこ村学習講座　平成２３年 ６月１８日、１１月２６日

文化振興室

③史跡秋田城跡環境整
備事業

・史跡秋田城跡環境整備工事
　秋田城跡の中心施設である政庁域と、平成２０年度に完成した水洗厠舎を含む鵜ノ木地区および外郭東門地区との一体化を図り、市民の
郷土学習の場、憩いの場として提供しながら地域資源として活用するため、平成２２年度に引き続き政庁域から収蔵庫までの大路の復元整
備を行った。
 　大路表示　Ｗ＝１３.５ｍ（側溝含む）、Ｌ＝３４.５ｍ
・発掘調査
　第９８次調査を実施し、大小路地区中央部において城外南大路周辺の土地利用状況を確認した。調査面積７４㎡。
　第９９次調査を実施し、焼山地区南西部において平成１７年度に確認された区画施設についてその範囲と、区画内の利用状況を確認した。
調査面積７５７㎡。
 ・活用事業
 　市民を対象に学習講座、史跡探訪会（史跡内の野鳥観察）、発掘調査現地説明会、秋田城跡パネル展（２回）を開催した。また、秋田城跡
から出土した貴重な遺物を紹介するパンフレットを作成、配布した。さらに、小学５・６年生を対象とした発掘体験教室の開催や、地域住民と
協同で活用イベントとして東門ふれあいデーを実施したほか、近隣の小学校で出前授業を実施した。
・土地公有化事業
　土地買い上げ予定面積３９０,２２１㎡（昭和４１年～平成８８年）のうち、平成２３年度は１,６３０.３９㎡を買い上げ、進捗率が７０.７８％となっ
た。

秋田城跡調査
事務所

④秋田城跡史跡公園管
理事業

・史跡公園・公有化土地草刈り：約２０ha(整備地３回、公有地２回)
・危険樹木伐採：１７本、整枝２本、松枯れ防除：１３本
・鵜ノ木地区外灯、総合案内板修繕
・公衆・東門見学者トイレ清掃：２棟(２回／週)

秋田城跡調査
事務所
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取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

⑤歴史資料館建設事業 第１１次秋田市総合計画に基づき、その規模や機能について、建設に向けた具体的検討を行った。 秋田城跡調査
事務所

⑥文化財保護活用推進
事業

・歴史の道活用事業として、文化財イラストマップを活用した文化財まちあるきを実施した。
　期日：５月１４日（土）　参加者数：１５名
・文化財保護強調週間（１１月１日～７日）に指定文化財巡りを実施した。
　期日：１１月７日（月）　参加者数：２０名
・文化財防火デー（１月２６日）に防火訓練等を実施した。
　期日：１月２６日（木）　参加施設・文化財：民俗芸能伝承館、旧金子家住宅、旧松倉家住宅、嵯峨家住宅、旧黒澤家住宅、如斯亭庭園、秋
田城跡調査事務所、地蔵田遺跡、河辺農林漁業資料館

文化振興室

⑦赤れんが郷土館、民俗
芸能伝承館

赤れんが郷土館
・企画展・常設展の開催
　「～市が所管する資料でみる～秋田市なんでもＭＵＳＥＵＭ」などの企画展を前期展・後期展を含めて５回開催し、郷土の歴史や民俗、美術
工芸などについて紹介した。
　勝平記念館で５回、関谷記念室で２回の展示替えを行い、郷土が生んだ先人とその作品について紹介した。
　国の重要文化財「旧秋田銀行本店本館(赤れんが館)」の資料と秋田の伝統工芸品を紹介した。
・教育普及事業
　各展覧会や展示資料、郷土についてより理解を深めるための講座を１１講座１４回開催したほか、赤れんが館コンサートを開催した。
　赤れんが館について学習しながら、築１００年記念事業としての建物の利活用についてアイデアを募ることを目的に、市民参加型のワーク
ショップを開催した。
・資料調査収集事業
　郷土の歴史文化に関する資料の充実を図り、市民に知識と情報を提供するため、資料の受託を受けた。

民俗芸能伝承館
・常設展の開催
　国の重要無形民俗文化財である「秋田の竿燈」をはじめとした郷土の民俗行事・芸能に関する資料や、市の有形文化財である旧金子家住
宅を紹介した。
・教育普及事業
  秋田万歳講座などの講座を４講座２０回開催したほか、市内の民俗芸能の保存と啓発、伝承を目的に民俗芸能合同発表会を開催した。
・資料調査事業
　来館者の理解を深めるため「民俗芸能・行事解説シート」を作成し、館内に設置した。

赤れんが郷土館

⑧佐竹史料館 ・企画展（年５回）
・常設展（年３回）
・学習講座（７講座、１２日間）
・黒澤家日記解読事業（天保８年資料集（十三）を解読刊行する）
・子供向け事業（７月３０日）
・館蔵資料の修復および資料調査収集事業（寄贈２件、寄託２件、購入：三番叟・羽秋家諷宸鑑）

佐竹史料館
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取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

⑨千秋美術館 常設展の開催
・岡田謙三記念館の常設展示を行った。(３回展示替)通年
・コレクション展「美術館へ花を観に」を開催した。（４月１４日から５月２９日まで）
・コレクション展「秋田蘭画を中心に」を開催した。（６月２日から７月３日まで）

企画展の開催
・「ＫＩＴＴＹ ＥＸ．」展を開催した。（７月１５日から８月２８日まで）
・「アメリカ現代版画への招待」展を開催した。（９月１６日から１１月６日まで）
・「カンヴァスに描かれた女性たち」展を開催した。（２月１０日から３月２５日まで）

企画展の関連事業
・KITTY EX．展トーク＆サイン会、握手＆撮影会を開催した。（７月２３日）
・KITTY EX、展ネイルアート、ボディペイントサービスおよびハローキティのおはなし会を開催した。（７月３０日）
・特別講座「タイラーグラフィックスとアメリカ現代版画」を開催した。（９月２５日）
・スライドレクチャーを開催した。（１０月１５日、１０月３０日）
・特別講座「西洋絵画における女性表現の流れ」を開催した。（２月１９日）

教育普及事業
・ワークショップ「KITTYと私のコラボレーション」を開催した。（７月３１日）
・ワークショップ「デッサン講習会」を開催した。（１０月２２日、２月１１日）
・ワークショップ「関係のなかの関係～コラージュであそぶ～」を開催した。（１１月５日）
・ワークショップ「パステルで描く女性像」を開催した。（３月１１日）
・館長講座「お姫様の嫁入り道具」を開催した。（６月１８日）
・館長講座「愉しい漆芸のはなし　第１回 古代の漆芸」を開催した（２月４日）

千秋美術館

その他
・図録フェアを開催した。（９月１６日から１月３１日まで）
・平成２３年度秋田市立千秋美術館協議会美術作品等評価審査委員会を開催した。（１０月２０日）
・平成２３年度秋田市立千秋美術館協議会を開催した。（２月１６日）

⑩歴史的文化的環境を
活かした活動の支援

各公民館や市民サービスセンター、図書館等では、各種学級や写真展示・資料展示などで、郷土の歴史や文化を自主的に学び、地元や秋
田県内に伝わる郷土芸能伝承活動に取り組んだ。
・公民館等（４公民館、４市民サービスセンター）２１件：参加延べ人数１,５９５人
・図書館（４館、１分館）１４件：参加延べ人数１,０２０人（講座等、写真展・資料展示）

生涯学習室

⑪藤倉水源地 特記事項なし
上下水道局総務課

⑫竿燈まつり振興事業 竿燈まつり実行委員会に対して、まつりの実施に係る安全対策および環境衛生対策事業に対する補助支援を行った。
観光物産課

⑬桜・つつじまつり事業 千秋公園の桜、つつじまつり事業に係る環境衛生対策を、(財)秋田観光コンベンション協会に委託したほか、高清水公園・太平川の各桜まつ
り(観桜会)事業に対して補助した。 観光物産課

⑭桜・つつじまつり事業 東日本大震災の発生により、あらやさくら公園さくらまつり（観桜会）は中止された。 西部市民サービス
センター

⑮土崎まつり支援 土崎港祭り実行委員会に対して開催事業費を補助した。 北部市民サービス
センター
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(2) 歴史的・文化的環境を活かした活動の支援

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①秋田市民交流プラザ市
民活動育成・支援

・アドバイザー相談件数：２６４件
・サロン来訪団体数：４９４団体
・ヨルカイギ（まちづくり等をテーマに８回開催）： １１６人参加
・市民活動支援連続講座（自分の働きをいかすためのワークショップ等２回開催）：４２人参加
・市民活動フェスタ（市民活動団体ブース展示等）：２,５００人参加
・市民活動なんでも講座(情報発信、場づくりをテーマに５回開催）：１２５人参加
・もちよりカフェ(お茶を飲みながら情報交換等３回開催）：２０人参加
・親子講座（福祉（バリアフリー）等をテーマに２回開催）：２２人参加

秋田市民交流
プラザ管理室

②文化施設等の事業や
活動

・千秋美術館　入館者数　２５,１４５人
　企画展３回と常設展を開催、ワークショップや講座等の教育普及事業を行った。
・赤れんが郷土館　入館者数　１７,４５５人
　企画展４回と常設展の開催、赤れんが館コンサート等の教育普及事業を行った。
・民俗芸能伝承館・旧金子家住宅　入館者数　３１,１５７人　施設利用者数　１２,７３６人
　常設展示と秋田市民俗芸能合同発表会等の教育普及事業を行った。
・佐竹史料館・久保田城御隅櫓・旧黒澤家住宅　入館者数　３６,６０７人
　企画展５回と常設展の開催、佐竹史料館学習講座等の教育普及事業を行った。
・河辺農林漁業資料館　入館者数　２３４人
　常設展示と特別コーナー展示を行った。
・文化会館　入館者数　３４０,２３６人
　自主事業として秋田子ども邦舞・邦楽公演と劇団四季「こころの劇場」、宝くじ文化公演「吉田正記念オーケストラ　思い出の名曲劇場」等を
行った。

文化振興室

③文化振興基金事業 ・第２８回秋田市文化選奨
　芸術・学術分野において前年度優れた作品・成果を発表し、本市文化の振興に寄与した個人・団体を表彰した。
　受賞者　（音楽）松尾　政子　「松尾政子ソプラノリサイタル」
　表彰式　平成２３年７月２６日
　場　 所　 秋田ビューホテル

・秋田市文化振興助成事業
　本市文化の向上に寄与すると認められる市民の自主的な文化活動に対し、事業費の一部を助成した。
　文化振興一般助成事業
　ampersand[&] project DANCE@SPACE vol.１ Black & White
　文化振興ヤングクリエイター助成事業
　フレッシュ・ガラ・メンバーズ・ステージ　Sing!Sing!Sing!

文化振興室

④公民館や図書館等の
事業や活動

各公民館や市民サービスセンター、図書館等では、各種学級や写真展示・資料展示などで、郷土の歴史や文化を自主的に学び、地元や秋
田県内に伝わる郷土芸能伝承活動に取り組んだ。
・公民館等（４公民館、４市民サービスセンター）２１件：参加延べ人数１,５９５人
・図書館（４館、１分館）１４件：参加延べ人数１,０２０人（講座等、写真展・資料展示）

生涯学習室
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第３章　知恵と工夫で、限りある資源とエネルギーを大切にします
第１節　廃棄物

(1) 廃棄物等の発生抑制

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①一般廃棄物処理基本
計画の策定・管理

「平成２３度秋田市一般廃棄物処理実施計画」を公表するとともに、同計画に基づく一般廃棄物の適正処理が図られるよう啓発指導を実施し
た。 環境都市推進課

②家庭系ごみ分別推進
事業

・実施回数　　６０回
・参加人数　１,９８１人 環境都市推進課

③家庭系廃棄物減量・再
資源化事業

・実施団体　　　５７４団体 ・回収量　　　３,８７３ｔ
・奨励金交付　１１,５８２千円（団体９,８８９千円、業者１,６９３千円） 環境都市推進課

④事業系廃棄物減量・再
資源化事業

指導事業所　１１６事業所
環境都市推進課

⑤環境貯金箱作戦による
ごみ減量啓発

・生ごみ堆肥づくり講座（ダンボール箱編）
　期日　７／３　１０：００～１１：３０
　会場　環境部庁舎１階車庫
　参加人数 　計　４６人
・生ごみ堆肥づくり講座（ＥＭ菌編）
　期日　７／３　１３：３０～１４：３０
　会場　環境部庁舎１階車庫
　参加人数 　計　４６人
・生ごみ堆肥づくりＤＶＤの貸し出し
※環境貯金箱作戦は２２年度で廃止

環境都市推進課

⑥環境教育・学習事業 特記事項なし
環境総務課

⑦地域環境活動促進事
業

平成２２年度末で事業を廃止した。
環境都市推進課

⑧総合環境センターの施
設見学

溶融施設
・団体数：１２３団体
・参加人数：４,２４９人

リサイクルプラザ
・団体数：１１３団体
・参加人数：４,０５９人

総合環境センター

(2) 循環資源の再使用・再生利用

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①家庭系廃棄物減量・再
資源化事業【再】

【再掲】
・実施団体　５７４団体
・回収量　３,８７３ｔ
・奨励金交付　１１,５８２千円（団体９,８８９千円、業者１,６９３千円）

環境都市推進課
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取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

②家庭系ごみ分別推進
事業【再】

【再掲】
・実施回数　６０回
・参加人数　１,９８１人

環境都市推進課

③事業系廃棄物減量・再
資源化事業【再】

【再掲】
・指導事業所　１１６事業所 環境都市推進課

④古紙ステーション回収
システムの支援

・古紙ステーション回収量　８,２２６t
・回収支援経費　４，８１６千円 環境都市推進課

⑤資源化物の適正処理 容器包装リサイクル法に基づく、資源化物の特定事業者への引渡し量
・びん無色　９６２,１１０㎏
・びん茶色  ８９２,９６０㎏
・びんその他　５９３,９５０㎏
・ＰＥＴ　８５７,３９０㎏

資源化量
・缶　スチール　５７５,３２０㎏
・缶　アルミ　５５４,６７０㎏
・乾電池    －㎏

総合環境センター

⑥廃棄物発電の実施 ・１、２号溶融炉による発電量　４７,８２６,２１０kWh
・３号焼却炉による発電量　２,５７６,１９０kWh
・平成２３年度　売電収入　１９９,０９６,５４６円

総合環境センター

⑦生活用品交換案内 登録受付件数
・ゆずる　１３件
・ほしい　１５件
・交渉成立　２件

市民相談センター

⑧グリーン購入・グリーン
調達の推進

（環境総務課）
・年間を通して、エコあきた行動計画に基づき、グリーン購入・グリーン調達を推進した。
・四半期に一度、実績について報告を受けている。
（契約課）
用品調達基金により購入している事務用品については、できるだけグリーン購入法適合品を導入した。

※別添資料→Ｐ４３

環境総務課

⑨各種建設・改築事業 道路工事において、環境負荷の低減を図った。
・バックホー等の施工機械について、排出ガス対策型とした。
・コンクリ－ト製品について、秋田県認定リサイクル製品（溶融スラグ入り）を活用した。

駅東工事事務所

⑩各種建設・改築事業 配水管整備事業や施設改良事業等を行った。
・舗装材(アスファルト)は再生材を使用し、取り壊しした舗装(アスファルト・コンクリート)は再生処理するなど環境に配慮したまちづくりを実践し
た。
主要な建設機械には、排ガス対策型や低騒音型を使用し、生活環境に配慮しながら工事を行った。

水道建設課
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(3) 廃棄物の適正処理

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①一般廃棄物処理基本
計画の策定・管理【再】

【再掲】
「平成２３度秋田市一般廃棄物処理実施計画」を公表するとともに、同計画に基づく一般廃棄物の適正処理が図られるよう啓発指導を実施し
た。

環境都市推進課

②廃棄物処理施設の整
備

・ごみ処理
　溶融施設の処理能力を４００ｔ/日（２００ｔ/日×２炉）から４６０ｔ/日（２３０ｔ/日×２炉）に増強するため、機械設備や電気設備工事を行い、完
成させた。事業費：２,３９１,６９０,０００円
 ・し尿処理
　し尿処理施設更新事業を平成２２年度から着手し、処理施設の新設工事を行い、脱水機等を製作した。事業費：１９４,４３６,０００円

環境総務課

③ごみ収集業務の委託
化・収集体制の見直し

直営収集車の民間委託化は、平成２２年度で当初計画どおり終了した。
平成２３年度一般ごみ・民間委託台数　５１台 環境都市推進課

④粗大ごみ戸別収集事
業

・収集量　 ５６９.５ t
・収集件数　２０,５３７ 件
・収集個数　４９,９４６ 個
・証紙売上額　１８,９７６ 千円

環境都市推進課

⑤産業廃棄物処理施設
等の監視・指導

立入検査計画に基づき、立入検査を実施した。 立入件数　３３０件（うち文書指導　０件、口頭指導　３件）
廃棄物対策課

⑥不法投棄対策事業
【再】

【再掲】
・林道や側道を中心に５台の移動式監視カメラを設置した。（延べ２４箇所に設置）
・委託、職員、不法投棄監視員によるパトロールを実施した。
　委託によるパトロール　２３０日（早朝２９日、夜間４６日、日中１５５日）
　職員によるパトロール　２４７日（早朝１７日、夜間７日、日中２２３日）
　不法投棄監視員によるパトロール（随時）
・テレビ等不法投棄防止夜間パトロール事業を委託により実施した。（H２３/６/３０～H２４/２/２９）（秋田県緊急雇用創出臨時対策基金の活
用）
・全国ごみ不法投棄監視ウィークでの、のぼり旗やポスターの掲示や合同パトロールを実施した。
　国土交通省秋田河川国道事務所との合同パトロールの実施（６/１）
　大仙市との合同パトロールの実施（５/３０）
　不法投棄監視員との合同パトロールの実施（５/３０～６/５）
　国、県の関係機関との不法投棄未然防止対策連絡会の開催（６/３）
・不法投棄ゼロモデル地区事業を２地区拡大し実施した。
　実施地区（下浜名ヶ沢、雄和女米木、河辺戸島、雄和平尾鳥、下新城岩城、金足片田）
・広報あきたを活用した啓発を行った。（４/１号から３/１６号まで１２回掲載）

廃棄物対策課
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取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

⑦一般廃棄物の適正処
理

収集実績
・家庭ごみ　６８,５４９ｔ
・金属類　６５５ｔ
・ペットボトル　９２０ｔ
・空きかん　１,２６８ｔ
・空きびん　２,４３１ｔ

（総合環境センター）
・ 焼却量　１８,９２３ｔ
・溶融量　１１５,０２４ｔ
・埋立量　３,３９０ｔ
・破砕処理量　２,８４６ｔ
・合計　１４０,１８３ｔ

（向浜事業所）
 ・処理実績　４８,０３７ kℓ

環境都市推進課

⑧農畜産廃棄物適正処
理推進業務

家畜排せつ物に関しては、秋田県および関係機関と連携し、秋田市内３地域（北部・河辺・雄和）を対象とした巡回を行い、適正な処理と有効
活用の啓発活動を実施した。
・検査日　平成２３年６月８日
・対象畜産農家　７戸

農業農村振興課

第２節　エネルギー・水資源
(1) 省エネルギーの推進と利用効率の向上

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①環境配慮指針の普及・
啓発

「秋田市環境配慮指針（日常生活編、事業活動編）」について、ホームページへの掲載等により、その周知を図った。
環境総務課

②エコオフィスの推進 ・エコあきた行動計画に基づき、年間を通して実施した。
・四半期毎に取り組み実績を報告させ、前年度同期との比較表を作成し、意識付けを行った。

※別添資料→Ｐ４３、４４
環境総務課
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取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

③定期フェリー便需要拡
大推進【再】

【再掲】
秋田県環日本海交流推進協議会「フェリー利用促進部会」へ部会員として参加

（部会活動内容）

部会の開催
・平成２３年４月２１日（秋田県議会棟第２会議室）　委員１２名出席

利用促進事業
・フェリーＰＲ活動
　秋田航路ＰＲ広告の掲載
　秋田航路ＰＲイベントの開催
　秋田港海の祭典参加
・利用者に対する情報・サービス提供
　秋田航路ＰＲ用ランチョンマットの作成
　図書寄贈事業
・需要の掘り起こし
　北海道「秋田情報プラザ」との意見交換
　鶏糞輸送実験

宣伝活動事業
・利用促進事業と一体的に各種媒体を使ってフェリー秋田航路の宣伝を実施
　報道機関への投げ込み
　協議会ホームページへの掲載
　フェリー秋田航路のＰＲリーフレットの配布
　フェリー秋田航路のＰＲリーフレットの備え付け（県立図書館）

港湾貿易振興課

④グリーン購入・グリーン
調達の推進【再】

【再掲】
（環境総務課）
・年間を通して、エコあきた行動計画に基づき、グリーン購入・グリーン調達を推進した。
・四半期に一度、実績について報告を受けている。
（契約課）
用品調達基金により購入している事務用品については、できるだけグリーン購入法適合品を導入した。

※別添資料→Ｐ４３

環境総務課

(2) 新エネルギー利用の促進

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①新エネルギー普及・啓
発事業

市内の住宅に太陽光発電システムを設置する、もしくは市内に太陽光発電システム付き住宅を購入する市民に補助金を交付し、新エネル
ギーの普及を図った。
・補助件数　１７１件
・総最大出力　７０９.６６kw
・補助総額　１８,２４９千円

環境総務課

27



取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

②廃棄物発電の実施
【再】

【再掲】
・１、２号溶融炉による発電量　４７,８２６,２１０kWh
・３号焼却炉による発電量　２,５７６,１９０kWh
・平成２３年度　売電収入　１９９,０９６,５４６円

総合環境センター

③公共施設整備にあたっ
ての新エネルギーの導入

秋田市グリーンニューディール基金（平成２２年３月設置／８７，８００千円）を活用し、市有施設への再生可能エネルギーの導入を推進した。
・大森山動物園：太陽光発電システム（１０ｋｗ）
・秋田公立美術工芸短期大学：地中熱ヒートポンプシステム

環境総務課

④市民サービスセンター
整備事業

記載なし 市民協働・地域分権
推進課

(3) 水資源の保全と有効利用

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①秋田市水道事業基本
計画に基づく取組

配水管整備事業
・布設替延長　１９,１８８.０ｍ
・布設延長　７,５４７.５ｍ
・事業費　１,４４３,８０５千円

漏水調査業務委託
・調査延長　６１３.７ｋｍ
・調査戸数　６４,２１１戸
・事業費　１５,８８６千円

平成２３年度有効率　９１.４％

上下水道局総務課

②地下水の水質監視 ・地下水質測定計画を定め、市内全域を１㎞メッシュで区切り、水質調査を実施。３０井戸において調査を行った。（内訳　概況調査２０、継続
監視５、土崎５）
・継続監視井戸５井戸において、硝酸性窒素および亜硝酸性窒素が２井戸、トリクロロエチレンが１井戸、テトラクロロエチレンが２井戸で環境
基準を達成できなかった。
・その他は、環境基準を達成していた。

環境保全課

③雄物川水系水質汚濁
対策連絡協議会との連
携

国、県および流域８市町村で構成する雄物川水系水質汚濁対策連絡協議会では、雄物川の環境美化や環境保全を図るため、流域一斉のク
リーンアップの実施や油流出事故等に関する情報を共有するため、連絡体制の整備・強化を図っている。
・雄物川流域一斉清掃の実施
　日時　５月２９日（日）
　場所　雄物川右岸
　参加人数　３９５名
　回収量　２ｔ
・雄物川水系水質事故緊急措置演習の実施（油類流出事故を想定）
　日時　１０月４日（火）
　場所　秋田市河辺　戸島大橋付近

環境保全課

④造林事業等森林の整
備

「市有林経営」として施業計画に基づき、除伐１６.２０ha、枝打１６.２０ha、間伐１７５.６４haの保育事業を実施し、森林資源の質的向上を図っ
た。 農地森林整備課
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第４章　世代や地域を越えてともに語らい、環（わ）となって取り組みます
第１節　環境保全活動

(1) 市民の環境保全活動の促進

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①家庭系廃棄物減量・再
資源化事業【再】

【再掲】
・実施団体　５７４団体
・回収量　３,８７３ｔ
・奨励金交付　１１,５８２千円（団体９,８８９千円、業者１,６９３千円）

環境都市推進課

②自然環境保全市民活
動計画の推進

自然環境保全条例に基づき、市民活動計画として認定した団体の活動支援および活動のＰＲを行った。
【市民活動計画認定団体（３団体）】
・大学病院前の水辺環境を守る会（愛称：ホータル会）
　会員数：約８０名
　活動内容：水路の清掃、草刈り、生物の勉強会など
・日本野鳥の会秋田県支部
　会員数：約２５０名
　活動内容：野鳥観察
・秋田森の会・風のハーモニー
　会員数：約３００名
　活動内容：炭焼き体験、植樹、森林体験など

環境総務課

③地域環境活動促進事
業

平成２２年度末で事業を廃止した。
環境都市推進課

④活動団体への講師の
派遣

・各種環境学習会の開催に際し、職員を講師として派遣した。（４６回） 環境学習サポート事業
・井戸端会議(出前講座)を開催し、職員を講師として派遣した。（６０回） 環境都市推進課

⑤消費者教育・啓発事業 ごみの分別・ごみ減量をテーマに消費者講座をアルヴェで開催。(参加者６４名)
市民相談センター

⑥空閑地美化事業 ・空閑地の除草の勧告を行い、良好な生活環境の確保に努めた。
・空閑地除草強化旬間を設け、空閑地の良好な生活環境の確保の推進を図った。（７月２１日～７月３１日）　除草勧告件数：２９件 公園課

⑦環境ネットワーク事業 平成２３年度に市が開催する環境学習関連事業の情報を、こどもエコクラブ加入団体へ提供し、イベントへの参加などを促した。
環境総務課

⑧（仮称）環境活動サロ
ンの整備

特記事項なし
環境総務課

⑨市民環境活動推進員
（あきたエコふれんど）養
成講座

特記事項なし

環境総務課
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(2) 事業者の環境保全活動の促進

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①公害防止管理者等設
置指導

特定工場における公害防止組織の整備に関する法律に基づく届出
・公害防止統括者等の届出
　公害防止組織に関する届出：１８件
　承継届出：０件

環境保全課

②製造業環境担当者と
の情報交換

・日時　　平成２３年１１月２９日（火）　出席者　３５事業所　４４名
・場所　　秋田市環境部総合環境センター　２Ｆ　大会議室
・案件
　公害関係について
　　大気汚染防止法および水質汚濁防止法の改正について
　　土壌汚染対策法の改正について
　　質疑応答
　地球温暖化対策実行計画について　環境総務課地球温暖化担当

環境保全課

③事業系廃棄物減量・再
資源化事業【再】

【再掲】
指導事業所　１１６事業所 環境都市推進課

(3) 市、事業者、市民の連携の推進

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①秋田市環境活動推進
協議会との連携

協議会が実施する研修会や各種活動へ参加するとともに、その支援に努めた。
環境総務課

②市民協働によるエコ
マップの作成

特記事項なし
環境総務課

③環境ネットワーク事業
【再】

【再掲】
平成２３年度に市が開催する環境学習関連事業の情報を、こどもエコクラブ加入団体へ提供し、イベントへの参加などを促した。 環境総務課

④（仮称）環境活動サロ
ンの整備【再】

【再掲】
特記事項なし 環境総務課
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第２節　環境配慮対策
(1) 環境情報の整備と共有化

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①「広報あきた」の発行 以下の号に特集（１ページ以上）として関連記事を掲載したほか、必要に応じて「不法投棄防止」 「全市一斉清掃」「環境イベント告知」などを
通常記事として掲載した。
・特集記事
　平成２３年７月１５日号「不法投棄をなくそう」
　平成２３年９月１６日号「減らそう。家庭系ごみ」
　平成２３年１１月１８日号「家庭系ごみの有料化を来年７月から実施します　ほか」
　平成２３年１２月１６日号「来年７月から家庭ごみ有料化」
　平成２４年１月２０日号「生ごみ減量実践中！」
　平成２４年２月１７日号「家庭ごみ７月からは黄色のごみ袋を使ってね！
　平成２４年３月１６日号「紙は再生できる資源です」

広報広聴課

②市政番組の放送 市内各地で開催したごみ減量キャンペーンの取り組みやごみ有料化に向けた説明会などについて広報番組で広く市民に啓発した。
・広報テレビ番組
５分番組（民放３局）
　平成２３年５月上旬放送　「平成２３年度新年度事業紹介②　環境立市あきた」
　平成２３年７月上旬放送　「秋田市ほっと情報　ごみ減量キャンペーン」
　平成２３年９月下旬放送　「生ごみ減量のすすめ」
　平成２３年１２月下旬放送　「ごみが有料になります」
１５分番組　おはよう秋田市長です（ＡＢＳ秋田放送）
　平成２４年２月２６日放送　「あきたスマートシティ・プロジェクトについて」

・広報ラジオ番組（民放２局）
　平成２３年６月６・７日放送　「生ごみ減量について」
　平成２３年６月２０・２１日放送　「ごみ減量の取り組み」
　平成２３年１２月１９・２０日放送　「家庭系ごみの有料化説明会にお越しください」
　平成２４年１月２３・２４日放送　「家庭系ごみの有料化説明会にお越しください」
　平成２４年３月１９・２０日放送　「家庭系ごみ有料化について」

広報広聴課

③環境情報の整備・提供 ・環境部ホームページの掲載情報の充実に努めた。（環境部各課所室）
・「秋田市地球温暖化対策実行計画概要版」パンフレットを市民・事業者へ配布した。 （環境総務課）
・「秋田市環境基本計画年次報告書」を作成し、ホームページで公表した。（環境総務課）
・地球温暖化対策情報提供誌「ｅ－市民だより」を発行（６回）した。（環境総務課）
・小学生環境学習副読本「私たちのくらしとかんきょう」を作成し、市内５１小学校に配布した。（環境総務課）
　副読本３,２００部
　指導のてびき１５０部
・環境保全課ホームページの更新(「秋田市の環境」平成２３年度版（平成２２年度結果報告書）、平成２３年度有害化学物質の調査結果等)な
どの環境情報の提供に努めた。（環境保全課）
・広報・テレビ・ラジオ・新聞・ホームページ等に情報を提供した。（環境都市推進課）

環境総務課

④地域防災計画策定事
業【再】

【再掲】
地域防災計画の本編、資料編および防災カルテを市ホームページ等で公開し、周知に努めた。 防災安全対策課

⑤環境ネットワーク事業
【再】

【再掲】
平成２３年度に市が開催する環境学習関連事業の情報を、こどもエコクラブ加入団体へ提供し、イベントへの参加などを促した。 環境総務課
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(2) 環境配慮に係るしくみの整備

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①大規模小売店舗立地
法に基づく周辺環境配慮

大規模小売店舗立地法に基づく届出に対し、当該店舗の周辺の地域の生活環境の保持の観点か ら、意見の有無を通知した。
・法第５条第１項　２件
　新設の届出･･･２件とも「意見なし」
・法第６条第２項　１件
　駐輪場の位置及び収容台数と駐車場の自動車の出入口の数及び位置の変更･･･「意見なし」

商工労働課

②秋田市宅地開発技術
指針による環境配慮指針

開発行為の協議時において、開発工事中の環境保全対策を指導した。
平成２３年度開発許可実績：７件 都市計画課

(3) 環境に配慮したまちづくりの実践

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①各種建設・改築事業 勝平地区コミュニティセンター改築および勝平児童センター(仮称）新築工事の実施設計において、冷暖房効率を上げるための複層ガラス
サッシやガスヒートポンプの導入、消費電力の少ないＬＥＤ照明や高効率型の照明器具の採用などを行った上で、建設工事に着手（H２３、
H２４継続費設定）した。 生活総務課

②各種建設・改築事業
【再】

【再掲】
道路工事において、環境負荷の低減を図った。
・バックホー等の施工機械について、排出ガス対策型とした。
・コンクリ－ト製品について、秋田県認定リサイクル製品（溶融スラグ入り）を活用した。

駅東工事事務所

③各種建設・改築事業
【再】

【再掲】
配水管整備事業や施設改良事業等を行った。
・舗装材(アスファルト)は再生材を使用し、取り壊しした舗装(アスファルト・コンクリート)は再生処理するなど環境に配慮したまちづくりを実践し
た。 主要な建設機械には、排ガス対策型や低騒音型を使用し、生活環境に配慮しながら工事を行った。

水道建設課

④各種活性化事業 まちあかり・ふれあい推進事業
・自治活動助成金　２８,８１８千円
・灯具交換・補修費助成金　２１,５３４千円
・防犯灯電気料助成金　６９,５３９千円

生活総務課
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第５章　一人ひとりが秋田を知り、地球に学び、未来を想い、行動します
第１節　環境教育・環境学習

(1) 環境情報の収集と提供

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①「広報あきた」の発行
【再】

【再掲】
以下の号に特集（１ページ以上）として関連記事を掲載したほか、必要に応じて「不法投棄防止」 「全市一斉清掃」「環境イベント告知」などを
通常記事として掲載した。
・特集記事
　平成２３年７月１５日号「不法投棄をなくそう」
　平成２３年９月１６日号「減らそう。家庭系ごみ」
　平成２３年１１月１８日号「家庭系ごみの有料化を来年７月から実施します　ほか」
　平成２３年１２月１６日号「来年７月から家庭ごみ有料化」
　平成２４年１月２０日号「生ごみ減量実践中！」
　平成２４年２月１７日号「家庭ごみ７月からは黄色のごみ袋を使ってね！
　平成２４年３月１６日号「紙は再生できる資源です」

広報広聴課

②市政番組の放送【再】 【再掲】
市内各地で開催したごみ減量キャンペーンの取り組みやごみ有料化に向けた説明会などについて広報番組で広く市民に啓発した。
・広報テレビ番組
５分番組（民放３局）
　平成２３年５月上旬放送　「平成２３年度新年度事業紹介②　環境立市あきた」
　平成２３年７月上旬放送　「秋田市ほっと情報　ごみ減量キャンペーン」
　平成２３年９月下旬放送　「生ごみ減量のすすめ」
　平成２３年１２月下旬放送　「ごみが有料になります」
１５分番組　おはよう秋田市長です（ＡＢＳ秋田放送）
　平成２４年２月２６日放送　「あきたスマートシティ・プロジェクトについて」

・広報ラジオ番組（民放２局）
　平成２３年６月６・７日放送　「生ごみ減量について」
　平成２３年６月２０・２１日放送　「ごみ減量の取り組み」
　平成２３年１２月１９・２０日放送　「家庭系ごみの有料化説明会にお越しください」
　平成２４年１月２３・２４日放送　「家庭系ごみの有料化説明会にお越しください」
　平成２４年３月１９・２０日放送　「家庭系ごみ有料化について」

広報広聴課
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取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

③環境教育の実施 総合的な学習の時間に自然体験を行っている学校
・小学校３０校（６６.７％）
・中学校１０校（４１.７％）

環境教育をねらいとした活動の実施状況
・校舎以外のクリーンアップ
　小学校４５校中３３校（７３.３%）
　中学校２４校中２０校（８３.３%）
・学校農園、学校林活動等の緑化活動
　小学校４５校中３３校（７３.３%）
　中学校２４校中４校（１６.７%）
・川の水質汚濁、酸性雨等の調査活動
　小学校４５校中１０校（２２.２%）
　中学校２４校中３校（１２.５%）
・古紙、空きびん、空き缶回収等のリサイクル活動
　小学校４５校中３９校（８６.７%）
　中学校２４校中２２校　（９１.７%）
・ごみの減量化
　小学校４５校中２２校（４８.９%）
　中学校２４校中８校（３３.３%）

学校教育課

④環境情報の整備・提供
【再】

【再掲】
・環境部ホームページの掲載情報の充実に努めた。（環境部各課所室）
・「秋田市地球温暖化対策実行計画概要版」パンフレットを市民・事業者へ配布した。 （環境総務課）
・「秋田市環境基本計画年次報告書」を作成し、ホームページで公表した。（環境総務課）
・地球温暖化対策情報提供誌「ｅ－市民だより」を発行（６回）した。（環境総務課）
・小学生環境学習副読本「私たちのくらしとかんきょう」を作成し、市内５１小学校に配布した。　副読本３,２００部　指導のてびき１５０部（環境
総務課）
・環境保全課ホームページの更新(「秋田市の環境」平成２３年度版（平成２２年度結果報告書）、平成２３年度有害化学物質の調査結果等)な
どの環境情報の提供に努めた。（環境保全課）
・広報・テレビ・ラジオ・新聞・ホームページ等に情報を提供した。（環境都市推進課）

環境総務課
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取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

環境展
・目的
　６月の環境月間行事の一環として、環境に関する市民の関心を高め、環境配慮行動を促すことを目的に上下水道局で実施する「水道ふれ
あいフェア」と合同で「環境展」を開催した。
・日時　平成２３年６月４日(土)　１０：００～１５：００
・会場　ＪＲ秋田駅前大屋根下・アゴラ広場
・内容
　エコ度判定ＹＥＳ・ＮＯコーナー（あなたのエコ度はどのくらい？！）
　環境工作コーナー（小枝のストラップ、とじこめーる）
　e-市民への勧誘・ごみ減量パネルの展示・電気自動車の展示
親子環境教室
・目的
　秋田市では学校教育や社会教育等の多様な場において、環境教育を実施している。
　環境部においても平成７年度から平成１０年度まで、小学生を対象に「夏休みこども環境教室」を開催してきた。平成１１年度からは、親子で
海水の調査やリサイクルなどを体験することにより、環境に対する意識を高めてもらうことを目的として「夏休み親子環境教室」を開催してき
た。平成２３年度は、年４回開催した。
・ホタル観察会
　日時　６月２５日（土）１９:３０～２１:００（対象：市内小学生とその保護者）
　内容　ホタル講座、観察
・ホタル観察会
　日時　７月２日（土）１９:３０～２１:００（対象：年齢制限なし）
　内容　ホタル講座、観察
・みなとの水質調査（秋田海上保安部の協力による港の学習）
　日時　７月２７日（水） ９:００～１２:００
　内容
　　 ビデオによる学習
　　 巡視艇に乗船し、港の様子と海から秋田市を観察
　 　水質調査のための採水（港内、外海）
　　 透明度の測定（港内、外海）
・エコ科学実験教室（秋田大学の協力による、身近なものを使った科学実験）
　日時　８月２２日（月） ９:００～１１:００
　内容
　　 電池をつくってみよう
　　 ごみの減容と有効活用（発砲スチロールを使ったスタンプ作り）
　　 マローブルーでｐＨをはかろう
　　 けいそう土の吸水性をしらべよう
　　 低温の世界をのぞいてみよう

⑥環境ネットワーク事業
【再】

【再掲】
平成２３年度に市が開催する環境学習関連事業の情報を、こどもエコクラブ加入団体へ提供し、イベントへの参加などを促した。 環境総務課

⑦（仮称）環境活動サロ
ンの整備【再】

【再掲】
特記事項なし 環境総務課

⑤環境教育・学習事業

環境総務課
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(2) 環境学習プログラムの整備と機会の充実

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①子ども体験活動推進事
業

市内４公民館や４市民サービスセンターにおいて、各ブロック子ども会交流会やカヌー教室など、野外活動や宿泊体験、ものづくりなどの体験
活動を実施した。（事業数２５、参加延べ人数１,３５１人） 生涯学習室

②太平山自然学習セン
ター運営事業【再】

【再掲】
小中学生の宿泊研修や自然体験活動等の主催事業を実施した。　※別添資料→Ｐ４３ 太平山自然学習

センター

③体験学習やふれあい
教室の実施

・動物の飼育や園内管理作業を体験する「お仕事体験」や「インターンシップ」などの体験学習には、合計で７５件、７８８人の参加があった。
・また、来園者を対象に小動物とのふれあいを行う「なかよしタイム」には、開催２４３日で３７,５３９人の参加があり、幼稚園や小学校などの申
し込みによる「ふれあい教室」には ８７件、４,１４８人の参加があった。 大森山動物園

④命のつなぎ（種の保
存）事業【再】

【再掲】
・動物園内の沼、塩曳潟（しおひきがた）に生息する絶滅危惧種ゼニタナゴについて、 秋田淡水魚研究会の協力により、沼の生息状況調査
などを計３回実施したほか、ゼニタナゴの保全のために作製した池の中で、約３００尾の稚魚を孵化させ、元の沼に放流した。
・また、同じ保全池の中でゼニタナゴが卵を産む貝の繁殖にも成功し、約２５０個の稚貝を確認した。さらに、天敵のアメリカザリガニの駆除の
ために、地元企業の家族や地域の小学生の協力のもと、ゼニタナゴ保全イベントとしてザリガニ釣り大会を実施するなど、年間を通じて約
１０００尾を駆除した。

大森山動物園

⑤環境教育展示 ・園内で実施している絶滅危惧種ゼニタナゴの保全活動の一環として、資料館の中で水槽展示しているゼニタナゴ約２０尾を、本年産の稚魚
に入れ替え、保全活動への理解を求めた。なお、これまで水槽展示した魚は、繁殖用として保護池へ移動した。
・また、比較展示の意味もこめて絶滅危惧種のシナイモツゴとアカヒレタビラについても、継続して飼育展示中である。 大森山動物園

⑥農業体験学習推進対
策事業

平成２３年度農業体験学習推進対策事業概要　※別添資料→Ｐ４５
農林総務課
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取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

【再掲】
環境展
・目的
　６月の環境月間行事の一環として、環境に関する市民の関心を高め、環境配慮行動を促すことを目的に上下水道局で実施する「水道ふれ
あいフェア」と合同で「環境展」を開催した。
・日時　平成２３年６月４日(土)　１０：００～１５：００
・会場　ＪＲ秋田駅前大屋根下・アゴラ広場
・内容
　エコ度判定ＹＥＳ・ＮＯコーナー（あなたのエコ度はどのくらい？！）
　環境工作コーナー（小枝のストラップ、とじこめーる）

e-市民への勧誘・ごみ減量パネルの展示・電気自動車の展示
親子環境教室
・目的
　秋田市では学校教育や社会教育等の多様な場において、環境教育を実施している。
　環境部においても平成７年度から平成１０年度まで、小学生を対象に「夏休みこども環境教室」を開催してきた。平成１１年度からは、親子で
海水の調査やリサイクルなどを体験することにより、環境に対する意識を高めてもらうことを目的として「夏休み親子環境教室」を開催してき
た。平成２３年度は、年４回開催した。
・ホタル観察会
　日時　６月２５日（土）１９:３０～２１:００（対象：市内小学生とその保護者）
　内容　ホタル講座、観察
・ホタル観察会
　日時　７月２日（土）１９:３０～２１:００（対象：年齢制限なし）
　内容　ホタル講座、観察
・みなとの水質調査（秋田海上保安部の協力による港の学習）
　日時　７月２７日（水） ９:００～１２:００
　内容
　　 ビデオによる学習
　　 巡視艇に乗船し、港の様子と海から秋田市を観察
　 　水質調査のための採水（港内、外海）
　　 透明度の測定（港内、外海）
・エコ科学実験教室（秋田大学の協力による、身近なものを使った科学実験）
　日時　８月２２日（月） ９:００～１１:００
　内容
　　 電池をつくってみよう
　　 ごみの減容と有効活用（発砲スチロールを使ったスタンプ作り）
　　 マローブルーでｐＨをはかろう
　　 けいそう土の吸水性をしらべよう
　　 低温の世界をのぞいてみよう

⑧市職員の環境教育 ・文書取扱主任会議等を通じ、紙類の分別・リサイクルおよび使用量の節減について職員に徹底した。
・エコ通勤ウイーク（毎月第４金曜日のある週）を設定し、全職員に、自転車や徒歩、公共交通機関での通勤を呼びかけた。 環境総務課

⑨環境教育・学習サポー
ト事業

環境学習サポート事業を実施し、学校や市民団体の要望に応じ、環境教育・学習の場への講師の派遣や資料の提供を行った。
・各種環境学習会　４６回開催　１,７１７人参加 環境総務課

⑩（仮称）環境活動サロ
ンの整備【再】

【再掲】
特記事項なし 環境総務課

⑦環境教育・学習事業
【再】

環境総務課

37



(3) 人材の育成と連携の促進

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①子ども体験活動推進事
業【再】

【再掲】
市内４公民館や４市民サービスセンターにおいて、各ブロック子ども会交流会やカヌー教室など、野外活動や宿泊体験、ものづくりなどの体験
活動を実施した。（事業数２５、参加延べ人数１,３５１人） 生涯学習室

②こどもエコクラブ事業 ・こどもが誰でも参加できる環境活動のクラブ。環境学習・環境保全などの活動を行っている。
　こどもエコクラブ事業・・・環境省が平成７年度より企画・推進している。
・本市の状況
　こどもエコクラブ登録者　２６クラブ（メンバー２,１６７人、サポーター１６５人）
　壁新聞応募　１クラブ

環境総務課

③あきた環境楽会 特記事項なし

環境総務課

④環境ネットワーク事業
【再】

【再掲】
平成２３年度に市が開催する環境学習関連事業の情報を、こどもエコクラブ加入団体へ提供し、イベントへの参加などを促した。 環境総務課

⑤(仮称)環境活動サロン
の整備【再】

【再掲】
特記事項なし 環境総務課

第２節　地球環境問題
(1) 地球温暖化の防止

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

①温暖化対策実行計画
の推進・見直し

・エコあきた行動計画に基づき、市の事務事業に伴う温室効果ガス排出量の削減に努めた。
　平成２３年度の排出量　１２６,９８４t-CO２（平成１７年度比６％減）
・秋田市地球温暖化対策実行計画に基づき、本市事務事業および市民、市内事業者等に対し、地球温暖化対策を総合的に推進した。 環境総務課

②市民版ＩＳＯの推進 ・各種啓発イベントでｅ-市民認定システムへの参加を呼びかけた。
・情報紙「ｅ－市民だより」を隔月発行し、市民への配布および公共施設への設置等により、ごみ減量、省エネ等に関する取組の啓発を行っ
た。
  平成２３年度　ｅ－市民認定システム中・上級コース新規登録者数　４人

環境総務課

③低公害車導入・普及
【再】

【再掲】
市民・事業者に率先して、公用車への低公害車導入を推進した。　※別添資料→Ｐ４２ 環境総務課
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取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

④エコドライブの推進 ・平成２３年１０月２８日(金)に「ノーマイカーデー」と「早起き時差運動」の社会実験を実施した。
　ノーマイカーデー参加登録者　２９８人
　早起き時差出勤参加登録者　３０１人
・広報あきたで、冬期間のマイカー使用の自粛を呼びかけた。（１０月２１日号）
・エコドライブアドバイザー講習会の開催：５月２８日　１７名参加
・エコドライブ講習会の開催：１０月１日　２９名参加 ・エコ通勤ウィーク（毎月第４金曜日のある週）を設定し、全職員に、自転車や徒歩、公共
交通機関での通勤を呼びかけた。

環境総務課

⑤グリーン購入・グリーン
調達の推進【再】

【再掲】
（環境総務課）
・年間を通して、エコあきた行動計画に基づき、グリーン購入・グリーン調達を推進した。
・四半期に一度、実績について報告を受けている。
（契約課）
用品調達基金により購入している事務用品については、できるだけグリーン購入法適合品を導入した。

※別添資料→Ｐ４３

環境総務課

⑥造林事業等森林の整
備【再】

【再掲】
「市有林経営」として施業計画に基づき、除伐１６.２０ha、枝打１６.２０ha、間伐１７５.６４haの保育事業を実施し、森林資源の質的向上を図っ
た。

農地森林整備課
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(2) 地球環境保全対策

取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

【再掲】
環境展
・目的
　６月の環境月間行事の一環として、環境に関する市民の関心を高め、環境配慮行動を促すことを目的に上下水道局で実施する「水道ふれ
あいフェア」と合同で「環境展」を開催した。
・日時　平成２３年６月４日(土)　１０：００～１５：００
・会場　ＪＲ秋田駅前大屋根下・アゴラ広場
・内容
　エコ度判定ＹＥＳ・ＮＯコーナー（あなたのエコ度はどのくらい？！）
　環境工作コーナー（小枝のストラップ、とじこめーる）
　e-市民への勧誘・ごみ減量パネルの展示・電気自動車の展示

親子環境教室
・目的
　秋田市では学校教育や社会教育等の多様な場において、環境教育を実施している。
　環境部においても平成７年度から平成１０年度まで、小学生を対象に「夏休みこども環境教室」を開催してきた。平成１１年度からは、親子で
海水の調査やリサイクルなどを体験することにより、環境に対する意識を高めてもらうことを目的として「夏休み親子環境教室」を開催してき
た。平成２３年度は、年４回開催した。
・ホタル観察会
　日時　６月２５日（土）１９:３０～２１:００（対象：市内小学生とその保護者）
　内容　ホタル講座、観察
・ホタル観察会
　日時　７月２日（土）１９:３０～２１:００（対象：年齢制限なし）
　内容　ホタル講座、観察
・みなとの水質調査（秋田海上保安部の協力による港の学習）
　日時　７月２７日（水） ９:００～１２:００
　内容
　　 ビデオによる学習
　　 巡視艇に乗船し、港の様子と海から秋田市を観察
　 　水質調査のための採水（港内、外海）
　　 透明度の測定（港内、外海）
・エコ科学実験教室（秋田大学の協力による、身近なものを使った科学実験）
　日時　８月２２日（月） ９:００～１１:００
　内容
　　 電池をつくってみよう
　　 ごみの減容と有効活用（発砲スチロールを使ったスタンプ作り）
　　 マローブルーでｐＨをはかろう
　　 けいそう土の吸水性をしらべよう
　　 低温の世界をのぞいてみよう

②酸性雨のモニタリング 酸性雨や酸性雪の実態を把握するため、降雨については市庁舎分館屋上、降雪については市営八橋球場において調査を実施した。その結
果、水素イオン濃度は加重平均値で降雨が４.６、降雪が４.４となっており、秋田市の降雨・降雪は、測定以来、酸性で推移している。

環境保全課

①環境教育・学習事業
【再】

環境総務課
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取組名 ２３年度の取組実績 担当課所室

③グリーン購入・グリーン
調達の推進【再】

【再掲】
（環境総務課）
・年間を通して、エコあきた行動計画に基づき、グリーン購入・グリーン調達を推進した。
・四半期に一度、実績について報告を受けている。
（契約課）
用品調達基金により購入している事務用品については、できるだけグリーン購入法適合品を導入した。

※別添資料→Ｐ４３

環境総務課

④海外交流都市との情
報交換

各都市のホームページ等により、情報収集に努めた。
企画調整課
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別添資料　「低公害車導入・普及」関係（Ｐ８、Ｐ３８）

平成２３年度　秋田市役所の低公害車等保有・購入台数状況

58 1 62 0 54 1 247 2 421 4
燃料電池 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
電気 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0
天然ガス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

低 メタノール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
公 ハイブリッド 0 0 13 0 0 0 1 0 14 0
害 H17☆☆☆☆＆低燃費 5 0 37 5 18 4 21 4 81 13
車 H17☆☆☆＆低燃費 2 0 10 0 31 1 1 0 44 1

H12☆☆☆＆低燃費 0 0 7 0 1 0 1 0 9 0
H12☆☆＆低燃費 2 0 6 0 7 0 4 0 19 0
H12☆＆低燃費 5 0 9 0 10 0 0 0 24 0
水素 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

72 1 144 5 122 6 275 6 613 18

H17☆☆☆☆＆低燃費： 平成17年基準排出ガス75％低減レベルに適合
H17☆☆☆＆低燃費： 平成17年基準排出ガス50％低減レベルに適合
H12☆☆☆＆低燃費： 平成12年基準排出ガス75％低減レベルに適合

H12☆☆＆低燃費： 平成12年基準排出ガス50％低減レベルに適合
H12☆＆低燃費： 平成12年基準排出ガス25％低減レベルに適合

貨物自動車 軽自動車乗合・乗用 特種自動車等

購入台数

合　計

保有台数 購入台数

※公社保有車を含む。

保有台数 購入台数購入台数 保有台数 購入台数 保有台数保有台数

低公害車以外

合　計
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